
指定管理者候補者の選定結果について 

 

文化スポーツ部歴史文化課所管の新潟市歴史博物館、旧新潟税関庁舎等、新潟市文化財旧小澤家住

宅について、以下のとおり候補者を選定しました。 

施設名 

新潟市歴史博物館 

旧新潟税関庁舎等 

新潟市文化財旧小澤家住宅 

区分 非公募 

所在地 

新潟市中央区柳島町２丁目１０番地 

新潟市中央区緑町３４３７番地１ほか 

新潟市中央区上大川前通１２番町２７３３番地 

施設の概要 

新潟市歴史博物館は平成１６年３月に開館した博物館法第３１条規定の博物館

に相当する施設であり、新潟市域の歴史的特性を明らかにし、市民の歴史に対す

る理解を深めるとともに、歴史を媒介とした市民交流を行うことにより、市民の

社会的活動及び文化的活動に寄与することを目的とした施設である。施設には、

企画・常設展示室、セミナー室、体験の広場、情報ライブラリー、ミュージアム

シアター等があり、歴史資料の収集、整理、保存及び調査研究を行うとともに、

その成果を公開する事業や歴史資料等の展示事業、講座開催や体験活動事業等を

行っている。同敷地内には重要文化財旧新潟税関庁舎等や国登録有形文化財旧第

四銀行住吉町支店、芝生広場などがあり、一体の施設として公開している。 

 新潟市文化財旧小澤家住宅は平成１８年８月に市文化財に指定され、平成２３

年７月に開館した施設であり、みなとまちとしての本市の歴史、生活文化、観光

資源等に関する情報の提供等を行うことにより、みなとまち新潟に対する市民の

理解を深め、市民相互の交流を推進し、もって市民文化の向上及び地域の活性化

に寄与することを目的とした施設である。寄贈・寄託された多くの所蔵品の展示

活用を図るため、新潟市歴史博物館の分館的な位置付けとなっている施設であ

る。 

指定管理者 

申請者 

評価会議 

委員 浅倉 有子（上越教育大学名誉教授） 

委員 唐沢 哲也（栄地区コミュニティ協議会会長） 

委員 木伏 隆  （アイシスネオ会計税理士法人代表社員・所長） 

委員 高橋 郁子（新潟県民俗学会理事） 

委員 横山 秀樹（美術評論家） 

指定管理者 

（候補者） 

団体名 公益財団法人 新潟市芸術文化振興財団 

代表者 理事長 德永 健一 

所在地 新潟市中央区学校町通１番町１２番地 

指定期間 

（予定） 
令和８年４月１日～令和１３年３月３１日 



選定理由 

指定管理者候補者の選定にあたっては、新潟市歴史博物館・旧新潟税関庁舎等

及び新潟市文化財旧小澤家住宅指定管理者申請者評価会議を開催し、選考の参考

とした。 

選考方法（公募、非公募）については、同会議において、当該施設は館の管理

運営のみならず、文化財を含めた収蔵品の保護・活用を行うことが重要な役割で

あり、これまでの経験や実績により蓄積された知識やノウハウに基づいた継続的

な調査・研究・活用を図る必要があるため、非公募での選定が適当であるとの意

見があった。この意見に基づき、当該施設が市指針に規定する「市の政策と密接

に関わる特に専門的な自主事業と不可分な業務として施設の管理運営を行う必要

がある施設」であるとして、非公募により選定することとした。 

候補者については、現指定管理期間の評価結果から、現指定管理者である公益

財団法人新潟市芸術文化振興財団が妥当であるとの判断がなされた。 

その後、評価会議において申請者から提出を受けた事業計画書等の資料及びプ

レゼンテーションをもとにヒアリングを行い、選定基準に基づき評価を行った。 

評価会議における評価結果を参考に検討した結果、指定管理者としての業務遂

行能力を有するとして、指定管理者候補者に選定することとした。 

なお、候補者選定の参考とした評価会議における評価結果は別表のとおりであ

る。 

現在の指定管理状

況との主な変更点 

 歴史を媒介とした市民交流が未来に向けて続けられるよう、歴史資料のデジタ

ルアーカイブ化の推進や、未就学児や高校生など今まで来館機会の少なかった若

年層に対する教育普及事業を実施する。 

 他館や地域の多様な主体と連携し、歴史文化活動の活性化や地域づくりに取り

組むとともに、外国人や障がい者がよりよく利用できるよう、インクルーシブな

視点による運営を行う。 

スケジュール 

第１回評価会議 令和７年 ７月２３日（現指定管理者の指定期間を通した業務

評価、次期指定管理にむけた選定方

法、募集要項案・選定基準案・業務仕

様書案等についての意見聴取・意見交

換） 

応募説明会   令和７年 ８月１９日（募集要項の配付） 

質疑受付    令和７年 ８月２９日まで 

質疑回答    令和７年 ９月 ４日まで 

応募受付    令和７年 ９月２６日まで 

第２回評価会議 令和７年１０月３０日（申請者の応募書類、プレゼンテーショ

ンについての評価） 

※今後、市議会での審議・議決を経て、指定管理者に指定される。 

所管部署 

(問い合わせ先) 

文化スポーツ部 歴史文化課 企画・文化財担当 

ＴＥＬ：０２５－２２６－２５７５（直通） 

E-mail:rekishi@city.niigata.lg.jp 
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別表（評価結果） 

 
選定基準 評価項目 配点 候補者 

評価表

による

評価 

施設の平等利用

の確保 

事業理念・運営方針 7点 6.2点 

施設の管理方法 7点 6.6点 

施設の効用を最

大限に発揮し、

管理経費の縮減

が図られる 

新潟市の施策に対する理解 7点 6.0点 

集客対策 5点 3.8点 

要望や苦情等への対応 5 点 4.2点 

経費縮減への取り組み 5 点 4.4点 

施設の管理 5 点 4.4点 

事業計画に沿っ

た管理を安定し

て行う能力 

従事者の雇用・労働条件 7点 5.8点 

ワーク・ライフ・バランス等を推進する取

り組み 
3点 2.6点 

賃金水準スライドの反映方法 3点 2.4点 

人材育成 3 点 2.2点 

社会・地域貢献活動の取り組み 3 点 3.0点 

環境保護の取組み 3 点 2.8点 

地域経済振興及び雇用確保の取組み 10 点 8.2点 

個人情報保護・関係法令の遵守 3点 2.8点 

博物館法等の法

令に基づく運営 

法令に基づく運営 5点 4.6点 

特徴・独自性 5点 4.8点 

歴史文化事業に対する考え方１ 7点 6.4点 

歴史文化事業に対する考え方２ 7点 6.0点 

 
合 計 100点 87.2点 

※点数は、評価会議の委員5名の平均 

 


